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  研修講座に参加した教員から「授業研究が形式的・形

骸化している」「自分事として捉えにくく、学びにつな

がらない」「授業研究では指摘されることが多い」とい

った声が数多く聞かれるようになってきました。

　こうした現状は、授業研究がもつ「子供の学びを起点

にした省察」や「教員同士の協働的な学び」の効果を十

分に機能させられていない可能性を示しています。教員

が互いを尊重し、安心して語り合いながら、自らの実践

と子供の学びを深く見つめ直す場づくりが求められてい

ます。

　そこで私たちは、教員の専門性に根差した有意義なリ

フレクションを促し、子供の学びの本質を共に探究する

新たな授業研究モデルの必要性を強く感じました。

　本ガイドは、そのような問題意識をもとに開発した

「子供の学びの姿からはじめる授業研究モデル：ラウン

ドリフレクション」の理念と実践方法を、学校現場とと

もに共有し、より豊かな授業づくりにつなげていくこと

を目的としています。

　本モデルの背景、基本的な進め方、対話を深めるため

のファシリテーション、子供の観察や教員の省察の視

点、さらに学校での活用方法について、具体的にまとめ

ています。研修や授業研究の場面で、本ガイドが教員一

人ひとりの学びを支え、子供の学びの質の向上につなが

る一助となれば幸いです。
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第１章



〇第１章では、ラウンドリフレクションの基本的な考え

方や背景、理念について解説します。

〇第２章では、実際にラウンドリフレクションを実施す

る際の手順や、授業者・参観者・ファシリテーターそれ

ぞれの役割と確認事項について説明します。

〇第３章では、ラウンドリフレクションの中核となる

「協働」と「心理的安全性」を取り上げ、教員同士が安

心して対話できる場づくりのポイントや対話のルールを

紹介します。

〇第４章では、研究協力校（特別支援学校）における教

員の声を紹介します。

１．本ガイドの構成

※本ガイドにおいては、「リフレクション」と「省察」は同義として用いています。
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表１　省察の分類

    類型                              内容


技術的省察

【いかにできたか（経験主義的・分析的方法）】

技術、理論の適用が重視され、知識を持っている人が知識を使って行動を導き、

制御するために省察する。目的達成の手段としての効率や有効性の検証が主とな

る。外的な客観的基準に基づく省察が行われる。


実践的省察

【なぜこの方法か（解釈学的・現象学的方法）】

よい授業を目指していろいろな方法をめぐって考え、選択することなどが省察と

捉えている。手段のみならず目的も検討対象となる。授業の出来事を文脈に位置

づけて考察する。その教師にとっての主観的で内的意味が省察の中心となる。

   

 批判的省察

【何のために/誰のために（批判的・弁証法的方法）】
省察は経験を再構成するものと捉えられている。教員が以前は無視していた状況

の性質に関心を向け、以前に確認していた性質に新たな意味付与を行う。教員と

しての自分史を構成し、⾃明視していたことへの問い直しや新たな理解を促す。

２．ラウンドリフレクションとは

　ラウンドリフレクションは、子供の学びの姿を起点にして、教

員同士が対話を通して省察を深め、授業改善につなげる授業研究

の方法の1つです。このモデルでは、子供はどのように理解しよ

うとしていたのか何を学んでいたのか、なぜその支援や指導が有

効だったのかを、段階的に深めながら考えていきます。背景に

は、ヴァン＝マネン（Van Manen, 1977, 1991）が示す「技術

的省察」「実践的省察」「批判的省察」の3つのレベルを自然に

往還できるように設計されています。（3つの省察レベルを吉永

（2021）の水準を基に表1のように定義しています。）特に大切

にしているのは、子供の姿の丁寧な解釈（実践的省察）、多様な

視点を持つ教員同士の協働、心理的安全性のある対話空間であ

り、一人では気付ない解釈や改善点を仲間と見出すことをねらい

としています。その結果、教員は技術的スキルの改善にとどまら

ず、指導の原理を理解し再構成する力、自分自身の教授観や児童

生徒観を問い直す力、日々の実践を継続的に省察し続ける姿勢と

いった、より深い専門性を育むことができると考えます。
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３．なぜ、今、ラウンドリフレクション  

  が必要なのか

　子供の学びは、言葉だけでなく、視線の動きや身体のわずか

な変化、間の取り方など、多様なかたちで表れます。そうした

小さな変化の中にこそ、子供の理解の芽や参加の兆しが潜んで

います。

　学びの表れが多様であるがゆえに、解釈を急ぐことは、子供

の可能性を狭めてしまう危険性もはらんでいます。「落ち着き

がない」「反応が薄い」「集中していない」といった言葉で整

理された瞬間に、別の意味づけの可能性が閉じてしまうことも

あります。

　だからこそ今、求められているのは、 子供の姿に立ち返り、

事実を丁寧に共有し、その意味を問い直す協議の在り方です。

　ラウンドリフレクションは、まず観察された事実を持ち寄

り、解釈と切り分けながら、多様な見方を往還させるプロセス

を重視します。結論を急がず、問いを深めることによって、教

員一人ひとりの子供理解が更新されていきます。そこでは、授

業技術の改善にとどまらず、「この子にとって学ぶとは何か」

「この関わりはどのような意味をもっていたのか」といった、

深い省察を促していきます。

　次のページで実際の協議の様子を紹介します。
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第２章



対話 @グループ
（20min）

学びの姿に対す
る解釈や要因を
記入

解　釈子供の姿

発言や行動、
記述などの客観
的な事実を記入

１．ラウンドリフレクションの実施手順

学びの姿の共有 @全体
（10min）

授業者の省察共有 @全体
（5min）

参加者によるカード記入 @グループ
（5min）

授業改善案の共有 @全体
（10min）

　授業動画、写真、ワークシート

等を提示し、子供の学びの姿を共

有する。授業者は評価や解釈を入

れず、事実のみ説明する。

　授業中の予測と事実の違い、授

業中・直後に感じた違和感や気付

き、授業の意図と実際の学びの差

を共有する。

　青い付箋に「子供の学びの姿」

を、赤い付箋に「学びの姿の解

釈」をカードに記入する。

　カードをもとに、ファシリテー

ターが発言を促し、省察を深め合

う。

　改善の方向性をまとめ、全体で

共有する。最後に授業者はこれか

らの方向性を話す。

※本資料では、対象児童生徒１名の場合の進め方を示しています。複数の児童生徒を対象とする場合は、観察の担当　　

　を分担するなど工夫して実施してください。

※本資料では５０分で行う例を示していますが、各学校の実態やねらいに応じて、時間を適切に設定してください。

※授業動画の共有については、各学校の実態やねらいに応じて、授業全体を視聴するか、一部を切り取って視聴する

　かを検討してください。
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授業者の作法

参観者の作法

ファシリテーターの作法

批判者ではなく、解釈者として対話に参加し

ます。

事実（子供の姿）から、子供の思いや考えを

丁寧に推察します。

事実（子供の姿）に沿って振り返ります。

予測と実際のずれから授業中に生じた違和感

や「モヤモヤ」も、率直に共有します。

事実と解釈をつなぐ問いを大切にします。

「その場面のどの行動・表情・発話に注目しましたか。」

「その解釈はどの事実（子供の姿）から考えましたか？」

「どういう理由からそのように考えましたか？」

この問いを軸に、参観者の見取りをつなぎ、多角的な意味

づけへ導きます。

２．授業者・参観者・ファシリテーター

　　の確認事項
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３　ラウンドリフレクションをよりよいものに　　　

　するために

【授業のねらいの明確化】

 
授業のねらいや教科の目標が明確でない場合（単元や本時で何を

学んでほしいのか、教科の目標を達成したといえる子供の姿が具体

化されていない場合）、授業研究会での話し合いが実態把握にとど

まってしまうことがあります。授業のねらいと、「ねらいを達成し

たとする子供の具体的な姿」を明確にしておきましょう。

※付録についているワークシートと指導略案を参考にしてください。

【ビデオの撮り方】

 
子供の学びの姿を丁寧に見取るためには、動画の撮影方法にも

配慮が必要です。子供の表情や手元の動き、教員とのやり取りな

ど、学びの過程が分かるような撮影を心掛けましょう。

 
撮影の際は、どの場面を記録したいのかを意識し、子供の学び

の姿が捉えられる位置や角度から撮影することが大切です。

授業場面

　これは、対象児Aさんに焦点を当

てて撮影した例です。

 
学びの姿が具体的に分かるよう、

対象児にフォーカスして撮影してい

ます。 視線の動きや手元の様子が捉

えられるよう、撮影方法を工夫して

くだささい。

ビデオ撮影の例
Aさん
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【子供の学びの見取り】

 
子供の学びの姿を丁寧に見取るためには、その場面を繰り返し確

認することが有効です。

 
対話のグループごとにタブレット端末を配置しておくことで、そ

の場で映像を確認でき、子供の学びの姿をより具体的に捉えやすく

なります。

【「学びの姿」の付箋の書き方】

 
「学びの姿」を記載する場合、 行動が生じた具体的な場面や文

脈、教員の支援との関連が分かるように記述するよう心掛けましょ

う。

１２：３５～の場面

教員が～を提示したと

きにそれを確認し、こ

れまで書いたものを消

して、書き直した。

田中　省子

９：５０～の場面

Aさんは、ピアノだけの

旋律を聞く場面では、

顔を上げていたが、ピ

アノと歌を一緒に聞く

場面で、下を向いた。

鈴木　察男

１５：２０～の場面

ペア活動で考えを伝える場

面で、教員が「ペアの人に

説明してみよう」と声を掛

けると、Aさんはノートを

指さしながら小さな声で自

分の考えを伝えていた。

大対　話美

動画の時間

場面、教員の働き

掛けに対する子供

の学びの様子

記入者

９：５０～の場面

Bさんは、（魔王の）ピ

アノと歌を一緒に聴く

場面で、ピアノの旋律

に合わせて、足を小刻

みに動かしていた。

大技　批実

　

笑っていた。

木村　技男

９：５０～の場面

音楽を聴いてうれしそ

うだった

小林　術嘉

５：５０～の場面

だいたい理解してい

た。

石井　

観察可能な事実ではない例

事実と解釈が混同している例

前後の文脈が分からない例

「一つ尋ねたい。これらの言葉には、何が事

実で、何が解釈なのか、その違いが見えてい

るだろうか。もし根拠となる行動が示されな

ければ、私たちの話し合いは、ただの印象を

並べるだけで終わってしまうのではないだろ

うか。

　君はどう思うかい。ここに記された内容に

は、実際に見て確かめられる出来事や、その

場の流れ、教師の働き掛けが示されているだ

ろうか。もしそれらが欠けているなら、私た

ちの語り合いは感想を投げ合うだけになって

しまうかもしれないね。」
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１．協働と心理的安全性

１　教員同士が安心して意見を言える場づくり

 
社会や教育現場の急激な変化に対応し、教育の質を高め続けるため

には、教員個人が孤立して取り組むのではなく、自らの実践をオープ

ンにし、他者と協働して深い省察を行う姿勢が不可欠です。

 安心して意見を言える場をつくるためには、授業者への安易な批判

や決めつけを避け、授業者の願いや意図を最大限に尊重することが大

切です。そして、子供の具体的な発言や表情、しぐさなどの事実に基

づいた協議をすることで、ともに探求する関係性が生まれます。

 ２　「評価」ではなく、「共に考える」文化の醸成

 
授業の「良し悪し」を判定する「評価」ではなく、教員集団が「共

に考える」文化を醸成するためには、子供の学びの事実を起点とした

「対等」な対話が不可欠です。子供が学ぶ姿の背景に隠れた価値を一

緒に発見していくプロセスが「共に考える」文化を作ります。

 

３　対話のルール例

 
ラウンドリフレクションにおける協議では、単なる授業の感想や技

術的な批判に終始するのではなく、「子供の姿」という具体的な事実

を起点に、その子供の内面や子供の学びの文脈を参加者全員で探求す

る対話が求められます。ルールと対話例を以下に示します。
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ルール１　授業者の「意図」を起点にする

 


　自分の基準で授業を評価するのではなく、「授業者がどのよ

うな願いをもってその手立てを講じたのか」という「意図」を

尊重します。その「意図」に対して、子供がどう反応したの

か、授業者の想定していた子供の姿と事実にどのようなずれが

生じたのかを検討します。

 －対話例②－

 

 

 

 
【授業者の意図】

 「私の意図としては、（手立て）～することで、（願い）～

ようになってほしいと考えていました。Ａさんが（想定する

姿）～するだろうと想定していたのですが、（事実）～でし

た。」

　【ファシリテーター】

　「授業者の予想と実際のAさんの姿との間に「ずれ」が生じ

ていますね。この反応の背景に、Aさんなりのどのような意図

があったと推察されますか。」

　【参観者】

　「Aさんの（事実）～する姿から考えると、～だったのでは

ないでしょうか。」

９　

２．対話のルール例



ルール２　「事実」と「解釈」を分けて語る

 


　子供の具体的な発言、表情、しぐさ、ワークシートへの記述内

容などの「事実」を挙げて提示します。その上で、子供の行動の

背景にどのような思考過程や感情、学びの葛藤があったのかとい

う「解釈」を事実に基づいた推察として語ります。根拠のない憶

測や決めつけで語らないようにしましょう。協議における解釈で

は、「性格だから」「もともとの特性だから」といった子供個人

に起因する要因に焦点を当てた話題は、できるだけ避けるように

しましょう。個人の特性に帰属させた解釈に偏ると、授業改善や

支援の工夫といった建設的な議論につながりにくくなり、話し合

いが深まらないことがあります。子供の行動を、授業のねらい、

教材、教員の働き掛け、学習環境などとの関係から捉える視点を

大切にしましょう。

―対話例①―

　

【事実：子供の姿】

  「模擬売店での買い物学習で、Aさんはかごの中に大好きなお

菓子を３つ入れたが、レジに行く直前に一度全部戻して、しばら

く棚を見つめた後、全く別のお菓子を１つだけ選んでレジに向か

った。」

　【解釈】

  「当初は、『欲しい』という衝動で動いたが、棚の前で立ち止

まった瞬間に、授業で確認した『予算』や『本当に今必要なも

の』というルールや目当てを思い出し、行動を自己調整した学び

の転換点だったのではないか。」
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ルール３　「教え方」ではなく「学び方」に光を当てる

 

　「教員がどのように教えたか」を問う前に、「子供がどのよ

うに学んでいたか」に着目します。子供がその瞬間に「どのよ

うな世界を見て、どのような理論で行動していたか」を複数の

視点から捉え直すプロセスが、教員の専門性の深化につながり

ます。

―対話例③―

　【ファシリテーター】

  「教員のあの発問に対して、子供は当初どのような捉え方を

し、どのような意図であの反応を返したと考えられますか。」

　【参観者】

  「先生は『たくさん選んで。』と指示をしましたが、Aさん

は３つだけ選んで止まっていました。これはAさんにとって、

単に数をこなすことよりも、自分が納得できる選択肢を厳選す

るプロセスに重きが置かれていたからではないでしょうか。」
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第４章



  研究協力校である県立特別支援学校４校（肢体不自

由、知肢併置、病弱）において、子供の学びの姿を起点

とする授業研究モデル「ラウンドリフレクション」を活

用し、授業研究会を実施しました。　授業研究会の実施

に先立ち、各校の研修主任を中心に、当日ファシリテー

ターを務める教員を対象として、当モデルのねらい及び

実施手順について事前説明を行いました。

１．研究協力校における教員の声

※実際の画像をもとに生成AIにて加工しております
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２．教員の声
  研究協力校において、当モデルを活用した授業研究会に参加

した教員を対象にアンケートを実施しました。アンケート項目

は、授業者、参観者、ファシリテーターごとに設定しました。

その一部を紹介します。

子供の行動を、内面の表れとして

捉える視点を忘れてはならないと

感じました。

方法論に議論が偏りがちであるため、子供の反

応に対する解釈が他の教員と概ね一致している

かどうかを確認する機会が十分に確保されてい

ない現状があると実感しました。

なぜ、子供がこのような発言に至ったのか、どのような表

出なのかを、日々の授業の中で丁寧に見取っていくことが

大切であると感じました。また、複数の教員の目で捉え、

共に考えていくことの重要性も改めて実感しました。

子供と日頃から多く関わり、理解していることが多いほ

ど、解釈を決めつけてしまいがちであると感じました。

多面的に子供を捉えることや、他の教員の客観的な意見

を取り入れることの大切さを改めて実感しました。

言葉を引き出すための関わりは、授業で児童生徒に接する

際と同じであると感じました。今回、ファシリテーターと

して先生方の意見を引き出すための言葉掛けについて、十

分な準備ができていなかったことを反省しています。

子供の様子や変化、学びこそが指導の

目的であり、ひいては教員の仕事であ

ることを念頭に、授業を見直すことが

できそうです。

ファシリテーターの声

参観者の声

授業者の声
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＜参考文献＞
・先生たちのリフレクション　主体的・対話的で深い学びに近づく、たった一つ　　

　の習慣（千々布敏弥,2021）

・実践的省察を通した教員の<子供理解>の更新 --観の編み直しの契機につなが

　る省察に着目して（吉永,2021）

・教師の実践知としての「鑑識眼」をどう捉え磨くか

　ー「見る」ことと「見える」ことの間ー（石井，2025）

・加藤宏昭(2025)「各教科等の合わせた指導」の本質を考える.月刊特別支援

　教育研究,東洋館出版社,2025年7月号,4-7.

・「当事者型授業研究」の実践と評価（鹿毛雅治、藤本和久、大島崇，2016）

・教師「個人の省察的実践」から学校組織における「協働的な省察的実践」へ～　　

　教職大学院の教育実践研究を通して～（熊谷慎之輔、光井祐介，2023）

・実践! 特別支援教育のアクティブ・ラーニング:
子どもの内面を捉え、学び　

　の過程に寄り添う教員研修（富山大学人間科学発達科学部付属学校園、中央法　

　規出版）
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付録



　

「そうですね。工程をわかりやすくする、声掛けをする、支援を増やすなどの意見

が出ましたね。それに対して、工程表を細かくする、教師の働き掛けに対して改善

案が出されました。・・・協議の時間はここまでですので、授業者から感想をお願

いします・・・」

「友よ、授業を語るとき私たちは、まず事実よりも意見を先に口にしてはいないだろう

か。また、子供たちの姿をよく見てもいないのに、どう改善するかということばかりを急

いではいないだろうか。それでは真理には近づけまい。丁寧に、子供の学びの事実を並

べ、共に見つめ、問い、解釈を重ね合うことから始めてはどうだろう。

指導方法を語ることは大切だ。しかし、その方法が本当に子供に合うかどうかは、子供が

何をしていたのかを見つめなければ明らかにはならないと思うのだが、どうだろうか。」

「工程が分かりにくかったので

は。工程表を細かくした方が良

いと思います。」

「支援を増やした方がいいのでは、声掛けが少

なかったのでは。

先生が全体を見ている間、他の先生はしっかり

机間指導した方がよいですよ。」

Bさんは、知的障害の特別支援学校

に通う中学部１年生の生徒です。

Bさんは授業で紙袋を作っていま

す。

　はじめは快調に進めていました

が、紙袋の底を折っている途中で手

が止まってしまいました。

「止まってた時間はBさんにとってどのよ

うな意味があったと思いますか？解釈の

ラベルを出し合って対話しましょう。」

「手が止まっていた時、隣のCさ

んの手元を見ていましたね。」
「紙袋の底を作る場面で手が

止まっていましたね。」

「私は、Bさんの手が止まった様子を見て、次の工程が分からなく

なったのかなと思っていました。

 しかし、皆さんの話を聞いて、隣のCさんの手元を見ながら折り

方を確認していた可能性もあるのだと気付きました。

Bさんがただ困って止まっていたのではなく、自分なりに次の工程

を確かめようとしていた姿だったのかもしれないと思いました。

自分一人では気付かなかった見方をいただき、Bさんの姿を改めて

考えることができました。」

よくありがちな協議

ラウンドリフレクションでの協議

「手が止まる少し前に、３回ほど

紙を折りなおしていました。」

これまでにずれや失敗があった経

験がある場合、「今回はずれない

ように」と慎重になっていた可能

性もありますね。

底の折り方は工程の中でも複雑な部

分であることが多いため、 「どの順

番で折るか」「どこを押さえるか」

をCさんを見て、視覚的に確認してい

た可能性がありますよね。

隣のCさんの手元を具体的に見ていたのであれば、

 他者のやり方を取り入れようとしていた可能性が

ある。「これで合っているかな」と不安があり、

 確認のために他者を見ていた可能性もあります

ね。

　

「友よ、子供の動きを一つ見たとき、

私たちは本当にその内側を見ているだ

ろうか。『手が止まった』という事実

にも、困惑だけでなく、思案や観察と

いう別の意味が潜むかもしれない。こ

うして解釈を重ね、多様な見方を開い

ていくことが、子供の学びをより豊か

に捉えていくことにつながるかもしれ

ないね。」

参観者

参観者 参観者

参観者

授業者

ファシリテーター

進行役



 【ラウンドリフレクション 協議シート】 

グループでのまとめ 

 

子供の姿と解釈 

本時の目標                   目指す児童生徒像（本時の目標を達成した姿） 

 

          

班 



 【ラウンドリフレクション 協議シート】 

グループでのまとめ 

 

※「グループでのまとめ」には、どのような子どもの姿をもとに、どのような視点から議論が進み、どのような気づきや問いが生まれたのかを記

載してください。 

（例）話題の中心となった子どもの具体的な姿、その姿に対する複数の見方や解釈、子どもの学びとの関連についての議論、協議を通して生まれ

た気づき等 

子供の姿と解釈 

本時の目標                   目指す児童生徒像（本時の目標を達成した姿） 

 

※授業者が記入します。             ※本時における目標について、出口の子供の姿でイメージして記載して下さい。 

          

班 



   科学習指導略案 

名前        

①教科・領域名  ②単元・題材名 
 

③対象学級・ 

グループ／人数 
／    人 

（対象  さん） 

④指導期日 時間 令和 年 月 日   校時 

⑤指導時数 時間／  時間 

⑥単元の目標／

学習指導要領と

の関連 

 

 

 

 

 

 

 

⑦本時の目標   
⑧ 

めざす児童生徒像 

 

  

過程 ⑨○学習活動（⑩・学習内容） ⑪○指導上の留意点（⑫・教材等） 
⑬評価の観点 

・方法 

導入 

（  分） 

  

 

展開  

（  分） 

  
 

整理  

（  分） 

 

 

  

 
 

 

⑭ 



指導案作成ポイント 

① 教科・領域名 指導の形態では書かずに、教科、領域名で書きましょう。合わせた指導形

態で授業を行っている場合には、本単元で何の各教科、領域を合わせてい

るのか（本単元の中で合わせているのか、本時の中で合わせているのか）

を明らかにしましょう。※１_参考 

② 単元・題材名 教科、領域によっては単元で示す場合や、題材、主題で示す場合がありま

すので、学習指導要領を確認しましょう。 

③ 対象学級・グループ

／人数 

対象とする幼児児童生徒の学年や人数を書きましょう。 

④ 指導期日 時間 期日と校時を書きましょう。 

⑤ 指導時数 単元・題材の総時数と本時が何時間目かを書きましょう。※２ 

⑥ 単元の目標／学習

指導要領との関連 

単元は「教材や学習活動を主題ごとに関連をもたせ、一定の教育目的のた

めにひとまとめにされた学習計画」です。 

目標や評価規準は単元のまとまりで作成します。 

幼児児童生徒が本単元で何ができるようになるかを書きましょう。 

また、本単元の位置づけを学習指導要領から明らかにしましょう。 

⑦ 本時の目標 本時で、幼児児童生徒が具体的に何を学び、何ができるようになるのかを

書きましょう。（「～が何回できる」などの表記はせず、「～が何回できる」

ことで、教科・領域に示されている目標や内容の、どのような力を身に付

けるのかを明らかにしましょう。） 

⑧ めざす幼児児童生

徒像 

教科や領域の目標に応じて、本時で幼児児童生徒がどのような姿をめざす

のか、みられるようになって欲しいかを書きましょう。 

（細案を作成する場合には、単元計画を示し、本単元でめざす幼児児童生

徒像を記入するとよい。また、略案の場合でも本単元でめざす幼児児童生

徒像を明らかにしておくとよい。） 

⑨ 学習活動 学習活動は、幼児児童生徒が行う活動を書きます。 

⑩ 学習内容 学習内容は、幼児児童生徒が、 

知識・技能を活用して「何をする」かなど、 

思考力・判断力・表現力等を活用して「何を理解する」かなど、 

学びに向かう力、人間性等を活用して「どのような学習方略や見通しを立

てている」かなどの内容について、示しましょう。 

⑪ 指導上の留意点 指導上の留意点は、その授業ならではの気を付けるべき点を書きましょう。 

⑫ 教材等 使用する教材等を書きましょう。 

⑬ 評価の観点・方法 本時における評価の観点を示しましょう。また、評価するもの（発言、身

振りなどの表現、ワークシート等）を示しましょう。※３ 

⑭ 中心的な問い 本時における中心的な問いを記入しましょう。 

※１ 加藤宏昭(2025)「各教科等の合わせた指導」の本質を考える.月刊特別支援教育研究,東洋館出版

社,2025 年 7 月号,4-7. 

※２ 単元・題材のまとまりで授業づくりを行います。そのなかで、本時はどの位置づけなのかを示しま

しょう。（評価にも関連します） 

※３ 単元のまとまりの中で３つの観点について評価を行いますので、本時１時間の中で、３つの観点

について評価するのはふさわしくありません。本時では多くとも２つ以内の観点で評価しましょ

う。 
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